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農を 食を 次世代へ
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農業農業農業農業農業農業農業農業業農業農業農業農業業農農業農農業農業農業農農農業農業農業農業農農業支支支援支援支援支支支援支援支援支援支援支援援ササーサーサーササーサーサーーササーサーーサ ビスビビスビスビスビスビビスビスビスビスビススビスビスビスビスビビスビスビススビスススススビスビスススビスビビビスビビビ 事業業事業事業業事業事業業事業業事業業事業事業事業事業事業事業事事事業事業事業業事業業体「体「体「体「体体体「体「体「体「体「体体「体「体「体「「体「体「体「「「体「体「「「「「「「「「「「「「「株式株式株式株式株式株式株式式式株式株式式式株式式式株式式式式式式株式株式式式式株式株式式式式株式株式式株式株式株式株式株式式式式株式式株式式式式式式式式式式株式式式式株式式式株株式株株株株株式会社会社会社会社会社会社会社会会会社会会社会社会会会会会会会会会会社会会社会社会社会会社 KKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKANANANANAANANANANANANANANAAANANANANANNAANAAAAA AMMAMAMMAMAAMAMSSSSSSSSSSSSSSSS
（カナムス）」を設立しました。2025年に開始し
た「真庭版農業サービス事業体設立」プロジェ
クトの取り組みを基に、官民連携の新たな地方
創生モデルの構築を目指します。

 真庭市の農業は、地域の暮らしを支える重要な基盤として受け継がれてきました。しかし近年、
高齢化や担い手不足、農地の減少といった課題が深刻化し、集落機能の維持などが難しくなりつ
つあります。多様な関係機関が存在する一方、より横断的な支援が必要とされています。こうした中、
真庭市と民間企業が連携し、それぞれの持つ人的資源やノウハウを結集し、課題解決の「要」とし
て関係者を「結ぶ」存在となるべく、株式会社KANAMSを設立しました。生産現場を支えるだけ
ではなく、農業を持続可能で魅力ある産業へ発展させることを目指します。

農業に関係する機関はすでに多くありますが、それぞれの
守備範囲や得意分野があり、新しいことに手をのばしにくい
のが現状です。既存組織の強みを尊重しつつ、それらを補完
する新たな役割が求められ、「真庭版農業支援サービス事業
体」の構想が生まれました。

▶経営耕地面積1ha未満の農家
が約70％
▶販売額50万円未満の農家が
約60％
▶中山間地域等直接支払交付金、
または多面的機能支払交付金
を活用している集落が約170カ所
▶農家数約2,700戸の約8割が
60歳以上
▶直近15年で農地面積が20％減少
▶直近5年で農家数5戸未満の集落
が20カ所増加

真庭市の農業の課題

中山間地域の農業が抱える課題とKANAMS設立の背景
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2
▲ KANAMS 設立記念セレモニーの様子

JA

岡山県普及セ普普 ンター

交流定住センター 農業委員会

農業公社

真庭市

既存組織への橋渡し（ワンストップ）、渡
既存組織では手を伸ばしにくいを
新たなサービス

市内の民間事業者

真庭版農業支援支支
サービス事業体業業
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農業のこと、地域のこと、
まずは私たちにご相談ください。
KANAMSは、皆さんの想いに寄り添い
一緒に未来をつくるパートナーです。

農業に関する課題やニーズを把握し、多様な関係者と連携しながら地域
課題の解決に向けた取り組みや事業を創出します。地域や農業経営のパー
トナーとして、持続可能な地域の農業の実現に取り組みます。

集落営農での事務負担の軽減を
図り、地域の営農活動を支えます。
例）中山間地域等直接支払交付金などに関
　する活動支援など

　地域に眠る農産品などの「モノ」
や「コト」の価値を発掘し、販路
開拓や六次化支援、魅力発信を通じて付加
価値の向上に取り組みます。

地域資源を生かし、持続可能な地域
産業・食文化を創り世界に届ける

Vision（目指す姿）

地域の要となり、関係者を結び、皆さんの課題解決をお手伝いします。

農業総合相談窓口

営農活動支援事業 地域商社事業

 KANAMSの目指す姿と事業内容（主なもの）

市民の皆さんへ KANAMSからのメッセージ

3 

4

▲ホームページ ▲公式 LINE ▲ Instagram

問い合わせ先問い合わせ先

を
。

共共想想想想想想想想想・・共共共共共共共共共創創創創・共共共共奏奏

（使命）

（行動指針）

地地域域域域域域域域域域価価価価価価価価価価価値値値値値値値ののの「発発発発発掘掘掘掘」、
「磨磨磨磨ききききききききき上上上上上上上上上げげげげげ」」」、  「「「「発発信信信信」を行う

TEL : 050‐3319‐3460
Email : info@kanams.co.jp
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7
月
8
日
、
勝
山
中
学
校
で
、
生
徒
が
乳
幼
児
や
そ
の
保
護

者
と
触
れ
合
い
、
命
の
尊
さ
や
自
分
自
身
を
大
切
に
す
る
心
を

育
む
こ
と
を
目
的
に
、ふ
れ
あ
い
体
験
学
習
が
開
か
れ
ま
し
た
。

勝
山
と
美
甘
地
域
の
愛
育
委
員
会
と
食
育
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
、
勝
山
中
学
校
の
2
年
生
を
対
象
に
毎
年
開
催
し
て
お
り
、

今
回
で
3
回
目
で
す
。
市
内
に
住
む
14
組
の
親
子
が
訪
れ
、
生

徒
た
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
や
食
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
ほ
か
、

妊
婦
体
験
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
て
靴
下
を
履
く
な
ど
の
日
常
動
作

を
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
乳
幼
児
と
の
交
流
や
子
育
て
中
の
保

護
者
か
ら
話
を
聞
く
な
ど
し
て
、
命
や
子
育
て
へ
の
理
解
を
深

め
て
い
ま
し
た
。

勝山中学校 ふれあい体験学習勝山中学校 ふれあい体験学習
命の大切さをふれあいの中で学ぶ命の大切さをふれあいの中で学ぶ

6
月
24
日
、
市
役
所
本
庁
舎
で
令
和
8

年
度
第
1
回
総
会
と
な
る
電
子
地
域
通
貨

に
よ
る
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
推
進
協

議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
地
域

通
貨
「
ま
に
こ
い
ん
」
の
利
用
者
数
の
推

移
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
報
告
な
ど
の

令
和
7
年
度
事
業
報
告
が
あ
っ
た
ほ
か
、

加
盟
店
の
加
入
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み

や
、「
市
民
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
機
能
」

な
ど
の
新
機
能
の
リ
リ
ー
ス
を
盛
り
込
ん

だ
令
和
8
年
度
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

6
月
25
日
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
た
「
対
話

カ
フ
ェ
」
が
落
合
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
ま
し
た
。
今
回
は「
真
庭
で
の
く
ら
し
」

を
テ
ー
マ
に
、
ア
ラ
ブ
で
親
し
ま
れ
て
い

る
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ー
ド
の
「
エ
ス
ニ
ッ
ク

ロ
ー
ル
」
を
味
わ
い
な
が
ら
実
施
。
参
加

者
同
士
が
国
籍
や
性
別
・
年
齢
を
問
わ
ず
、

普
段
感
じ
て
い
る
こ
と
や
「
こ
ん
な
町
に

な
っ
た
ら
い
い
な
」
と
思
う
こ
と
な
ど
を

気
軽
に
語
り
合
い
、
多
様
な
価
値
観
に
触

れ
る
貴
重
な
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

電
子
通
貨
に
よ
る
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会

地
域
と
人
を
つ
な
ぐ
ま
に
こ
い
ん

対
話
カ
フ
ェ

真
庭
で
の
く
ら
し
を
考
え
る

新機能の追加や加盟店の加入促進などを議論

参加者同士が交流している様子

親子のふれあいに笑顔 乳児の涙も経験 妊婦の日常動作を体験

乳児とふれあう生徒の様子
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慰霊と平和を祈る８月
＜8月は慰霊の季節＞
　 8月は、子どもたちにとって楽しい夏休みであり、
大人にとっても帰郷や旅行を楽しむことのできる、長
期休暇の取れる時期であります。また、お盆の時期に
当たります。6日は原爆が広島に落とされた日、9日は
長崎に落とされた日であります。15日は日本がアメリ
カなどの連合国に無条件降伏した「敗戦の日、終戦の
日」であります。ということで、8月は、比較的ゆっ
たりして、亡くなった人々を偲び、先祖を思い、さら
に平和を考える機会が多いのではないでしょうか。

＜我が家のお盆行事＞
　お盆は仏教絡みの行事であり（正確には仏教の影響
を受けているものの、日本独自の風習）、大半の地域
や家で行事が行われています。我が家では、13日に仏
壇の前に 5段の棚を組み、それに位牌やお供えを並べ
て先祖の霊を迎え、16日の夜にかねを叩きながらお供
えを載せた藁舟を自宅前の井手に流すことで、霊を送
る儀式をしていました。上流の家からも同様の舟が流
れ、かねの音も聞こえていました。ある時から舟がゴ
ミになるので下流で拾うようにしていましたが、やが
て、このような風習自体が消えました。父が亡くなっ
てからは、仏壇から位牌を出して祭ることも止めてい
ます。ご先祖様、ごめんなさい。

＜先祖への祈り＞
　その一方、毎朝、仏壇にご飯（パン）とおかずを供
えて、かねを 1回叩いて、合掌することを日課にする
ようになりました。いつ頃から始めたか定かでありま
せんが、市長になってから始めたことです。霊の実在
を信じているわけではなく（宗教家には失礼）、私自
身が今日も仕事をまじめにします、人様に後ろ指を指
されるようなことはいたしませんという内心の決意を
しているのです。個人個人の価値観があり、信教の自
由がありますが、誰しも何らかの形で内心密かに健康
や善行などを誓っているのではないでしょうか。

＜戦争犠牲者の霊に、世界平和を誓う＞
　かつて日本が中国、朝鮮半島、東南アジアに侵略し、
日本国民だけではなく何千万人の戦争犠牲者を出した
のは事実であり、その歴史を消すことはできません。
歴史に学び、人を殺さず、自分も殺されない平和な世
界を目指す決意をする 8月にしたいものです。

＜拙歌＞
広島の緑の映える公園の地下に眠りし人らを想う

 

6
月
25
日
、
市
役
所
本
庁
舎
で
今
年
度

1
回
目
と
な
る
真
庭
市
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
子
育
て
中
の

保
護
者
や
教
育
関
係
者
、
大
学
生
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
立
場
の
委
員
が
子
ど
も
を
取
り

巻
く
状
況
を
共
有
し
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
施
策
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
各

委
員
か
ら
は
、
若
者
が
市
外
へ
出
た
後
、

市
内
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
が
想
像
し
づ
ら

い
と
い
う
実
感
を
伴
っ
た
意
見
や
、
子
育

て
以
前
の
結
婚
支
援
の
必
要
性
な
ど
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

7
月
1
日
、
新
た
に
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
な
っ
た
岡
崎
友
洋
隊
員
の
着
任
報
告

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
岡
崎
隊
員
は
、
第

一
種
猟
銃
狩
猟
免
許
を
生
か
し
、
有
害
鳥

獣
の
駆
除
や
ジ
ビ
エ
の
利
活
用
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
鍼

師
国
家
資

格
を
生
か
し
た
健
康
推
進
活
動
に
も
取
り

組
み
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
適
し
た
活

動
を
行
い
な
が
ら
連
携
し
て
い
き
た
い
」

と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。
な
お
、
真
庭

市
で
は
累
計
50
人
目
の
隊
員
と
な
り
、
活

動
中
の
隊
員
は
15
人
と
な
り
ま
す
。

真
庭
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

子
育
て
環
境
の
充
実
へ

地
域
お
こ
し
協
力
隊
着
任
報
告
会

資
格
を
生
か
し
て
地
域
づ
く
り

委嘱状を手に記念撮影する岡崎友洋隊員（写真右）

熱心に意見を出し合う委員ら
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真庭市の人口

代表電話番号
（地域振興課・出張所）

総数   39,308人(-80)
男     18,955人(-33)
女     20,353人(-47)
世帯数 17,232世帯(-3)
令和8年7月1日現在
（  ）は前月との比較

▶本庁舎
　TEL 0867-42-1111
FAX 0867-42-1341

▶蒜山振興局
　TEL 0867-66-2511
FAX 0867-66-4401

▶北房振興局
　TEL 0866-52-2111
FAX 0866-52-4496

▶落合振興局
　TEL 0867-52-1111
　FAX 0867-52-1939
▶勝山振興局
　TEL 0867-44-2607
FAX 0867-44-4569

▶美甘振興局
　TEL 0867-56-2611
FAX 0867-56-2033

▶湯原振興局
　TEL 0867-62-2011
FAX 0867-62-2097

▶中和出張所
　TEL 0867-67-2111
FAX 0867-67-2205

▶真庭市消防本部
　TEL 0867-42-1190
　FAX 0867-42-1672

　

忙
し
い
平
日
に
な
か
な
か
時
間

が
取
れ
な
い
人
の
た
め
、
土
曜
日

に
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
を

実
施
し
ま
す
。
が
ん
は
早
期
発
見

と
早
期
治
療
が
何
よ
り
も
大
切
で

す
。
自
覚
症
状
が
な
く
て
も
、
定

期
的
な
検
診
が
健
康
を
守
る
第
一

歩
と
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
受
診
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
家

事
や
仕
事
で
平
日
の
受
診
が
難
し

い
人
も
参
加
し
や
す
い
日
程
で
す
。

定
員
に
限
り
が
あ
る
の
で
、
早
め

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
日
時（
受
付
時
間
）　

9
月
26
日
㈯

①
午
後
1
時
30
分
〜
2
時

②
午
後
2
時
〜
2
時
30
分

③
午
後
2
時
30
分
〜
3
時

④
午
後
3
時
〜
3
時
30
分

■
場
所　

久
世
保
健
福
祉
会
館

■
対
象
者　

・
子
宮
頸
が
ん
検
診　

平
成
19
年
4
月
1
日
以
前
の
生
ま
れ

・
乳
が
ん
検
診　

昭
和
62
年
4
月
1
日
以
前
の
生
ま
れ

■
料
金
（
自
己
負
担
金
）

・
子
宮
頸
が
ん
検
診　

9
0
0
円

・
乳
が
ん
検
診　
　

1
4
0
0
円

■
持
ち
物　

運
転
免
許
証
ま
た
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
検
診
票

（
※
後
日
郵
送
）、
料
金

■
申
込
方
法　

電
子
申
込
、
ま
た

は
電
話
で
申
し
込
み
。

申
込
フ
ォ
ー
ム
▼

■
申
込
期
間　

8
月
3
日
㈪
〜
9

月
10
日
㈭　

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
0
5
0

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
8
8

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

ご利用ください ホッとできる居場所

問  子育て支援課　℡  0867-42-1054(℻1388）
　  Email：kosodate@city.maniwa.lg.jp

真庭市
ホームページ

「今日は、どこで過ごそう？」
 子どもたちの"居場所"が地域に広がっています
　真庭市では、公園や図書館だけでなく、各振興局のロビー・談話スペース
なども、子どもたちが気軽に立ち寄り、ゆっくり過ごせる場所として活用し
ています。

【ホッとできる居場所】

　「ホッとできる居場所」、こども園の園庭開放施設や、
屋内での遊び場や学びの場を紹介したリーフレット「ま
にわ わくわくナビ」を作成しました。市内公共施設で配
布しているので、「今日はどこに行く？」そんな時の一冊
として、ぜひご活用ください。8月 1日㈯～23日㈰は期
間限定で「夏やすみあそび広場」を設置しているので併
せてご利用ください。

蒜山：振興局（学習室）、風のパレット（パークセンター）
湯原：湯原ふれあいセンター（交流スペース）
美甘：美甘保健文化センター（幼児教養室）
勝山：勝山文化センター（ホワイエ）
久世：久世図書館（お話室）
落合：落合総合センター（ロビー、視聴覚室）
北房：北房文化センター（談話室）

土
曜
日
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
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問  地域包括支援センター　
℡  0867-42-1079(℻   1305)

　

令
和
8
年
度
敬
老
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

■
実
施
内
容

市
内
在
住
の
77
歳
（
喜
寿
）、
88
歳

（
米
寿
）、
99
歳
（
白
寿
）
の
人
に

節
目
祝
い
の
記
念
品
を
配
布
（
市

長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
小
学
生

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
同
封
）

・
百
歳
の
人
に
は
誕
生
日
に
合
わ

せ
訪
問
し
、
祝
い
金
を
贈
呈

　

ま
た
、敬
老
週
間
に
合
わ
せ
て
、

真
庭
い
き
い
き
テ
レ
ビ
で
敬
老
事

業
特
別
番
組
を
放
送
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
放
送
内
容

・
市
長
挨
拶

・
議
長
挨
拶

・
元
気
な
高
齢
者
紹
介

・
こ
ん
だ
け
体
操

・
市
内
園
児
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

■
放
送
期
間

9
月
21
日
㈪
〜
9
月
27
日
㈰

■
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
者
支
援
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
0
7
4

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
9
0

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

令
和
8
年
度
の
年
金
相
談
会
を

次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
利
用

す
る
場
合
は
、
相
談
内
容
を
把
握

す
る
た
め
に
、
前
日
ま
で
に
年
金

事
務
所
へ
予
約
が
必
要
で
す
。

■
日
程　

8
月
27
日
㈭
、
10
月
22
日
㈭　

■
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

■
場
所　

真
庭
市
役
所
本
庁
舎　

■
持
ち
物　

基
礎
年
金
番
号
が
分

か
る
書
類
と
本
人
確
認
書
類　
　

※
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要

■
予
約
先　

津
山
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

℡  
0
8
6
8（
31
）2
3
6
0

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課　
　

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
1
2

℻
0
8
6
7（
42
）7
4
5
5

※
日
程
以
外
の
年
金
相
談
に
つ
い

て
は
、
津
山
年
金
事
務
所
へ
行
く

（
要
予
約
）
か
、
電
話
で
の
相
談

と
な
り
ま
す
。

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
知
り

た
い
人
に
向
け
て
、「
成
年
後
見

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。
自

分
の
事
を
自
分
で
決
め
る
こ
と
が

難
し
く
な
っ
た
と
き
、
法
律
的
に

支
援
す
る
制
度
と
し
て
「
成
年
後

見
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
家
族
や

自
分
の
将
来
の
た
め
に
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

8
月
30
日
㈰

午
前
10
時
〜
正
午　

■
場
所　

久
世
保
健
福
祉
会
館

■
内
容　

・
講
演
「
み
ん
な
で
学
ぼ
う
！
成

年
後
見
制
度
」（
一
般
社
団
法
人

晴
れ
ば
れ
岡
山
サ
ポ
ー
ト
テ
ラ
ス
）

・
発
表
「
わ
た
し
に
も
で
き
る
成

年
後
見
活
動
」（
真
庭
市
市
民
後

見
人
）

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
方
法　

電
話
、
ま
た
は
申
込
書
（
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
可
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
申
し
込
み
。

■
申
込
期
限　

8
月
21
日
㈮　

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

ま
に
わ
権
利
擁
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

℡  
0
8
6
7（
42
）1
6
6
6

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
9
0

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　真庭市は「認知症になっても安心して暮らせるまち」を目指しています。認知症について語り合い、
支え合う地域づくりについて考えてみませんか。お誘いあわせの上、ご参加ください。

認知症セミナーinまにわ
お住まいの地域の会場にご参加ください
［講演会場］久世：市役所本庁舎
［オンライン会場］
※講演はオンライン配信となります
・北房：北房振興局　・落合：落合総合センター
・蒜山：蒜山振興局　・勝山：勝山文化センター
・美甘・湯原：湯原ふれあいセンター
※手話通訳・要約筆記を希望する人は久世会場へ
■参加費　無料　
■申込方法　申込フォームから　
■申込締切　8月31日㈪

●高校生による
「オレンジガーデニングプロジェクト」活動の報告
●講演
「語り合いから始めよう！
　 健やかに暮らせる地域を目指して
　  ～認知症になっても安心して
　　   暮らせるまちづくり～」
　　［講師］ 川崎医科大学  認知症専門医
　　　　和田 健二 先生
●各会場で意見交換・交流会
　■日時 9月6日㈰
　　　      午後1時30分～3時30分 （受付：午後1時～）

一緒に考えてみませんか

前
日
ま
で
に
予
約
を

年
金
相
談

令
和
8
年
度
敬
老
事
業
特
別
番
組

敬
老
週
間
に
合
わ
せ
て
放
送

成
年
後
見
セ
ミ
ナ
ー

い
っ
し
ょ
に
学
ぼ
う

真庭市
ホームページ

申込
フォーム
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 8月の休日急患担当医

2日
・湯原温泉病院･湯原
　0867-62-2221(℻  2223)
・まつうら医院(内)･久世
0867-42-5686(℻  45-1010)
9日
・勝山病院･勝山
　0867-44-3161(℻  5331)
・廣惠医院(外)･北房
　0866-52-5020(℻  5664)
11日
・落合病院(内)･落合
　0867-52-1133(℻  1160)
・金田病院(外)･落合
　0867-52-1191(℻  1917)
・はら内科クリニック(内)･久世
　0867-45-7885(℻  7880)
13日
・津山中央まにわ病院･勝山
　0867-44-2671(℻  2989)
・湯原温泉病院･湯原
　0867-62-2221(℻  2223)
14日
・金田病院･落合
　0867-52-1191(℻  1917)
・湯原温泉病院･湯原
　0867-62-2221(℻  2223)
15日
・落合病院(内)･落合
　0867-52-1133(℻  1160)
・湯原温泉病院･湯原
　0867-62-2221(℻  2223)
16日
・勝山病院･勝山
　0867-44-3161(℻  5331)
・clinic SHIRO(内)･落合
　0867-55-2121(℻  2124)
23日
・落合病院(内)･落合
　0867-52-1133(℻  1160)
・金田病院(外)･落合
　0867-52-1191(℻  1917)
・宮島医院(内)･勝山
　0867-44-2403(℻  3432)
30日
・津山中央まにわ病院･勝山
　0867-44-2671(℻  2989)
・吉弘クリニック(内)･北房
　0866-52-2704(℻  2636)
            ～9月～
6日
・金田病院･落合
　0867-52-1191(℻  1917)
・遠藤クリニック(外)･蒜山
　0867-66-3002(℻  3366)

診療時間：午前9時～午後5時

　

岡
山
県
で
は
、
第
4
次
晴
れ
の

国
お
か
や
ま
生
き
活
き
プ
ラ
ン
に

基
づ
き
、
性
別
を
問
わ
ず
、
適
切

な
時
期
に
性
や
健
康
に
関
す
る
正

し
い
知
識
を
持
ち
、
妊
娠
・
出
産

を
含
め
た
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
や
将

来
の
健
康
を
考
え
て
健
康
管
理
を

行
う
、プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
ウ
ィ
メ
ン
ズ

ヘ
ル
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
「
ル
ナ
ル

ナ
」
を
運
営
す
る
株
式
会
社
エ
ム

テ
ィ
ー
ア
イ
と
連
携
協
定
を
行
い
、

県
内
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
通
常

有
料
の
「
ル
ナ
ル
ナ
プ
レ
ミ
ア
ム

コ
ー
ス
」
を
無
料
で
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
プ
レ
ミ
ア
ム

コ
ー
ス
で
し
か
利
用
で
き
な
い
妊

娠
可
能
性
の
高
い
「
仲
良
し
日
」

の
予
測
や
パ
ー
ト
ナ
ー
共
有
機

能
、
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
機
能
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
妊
娠
・
出
産
を
考

え
て
い
る
人
を
は
じ
め
、
ヘ
ル
ス

ケ
ア
に
関
心
の
あ
る
人
に
お
す
す

め
で
す
。ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
提
供
期
間　

令
和
10
年
5
月
31
日
ま
で

※
期
間
終
了
後
は
、
自
動
的
に
無

料
プ
ラ
ン
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

■
利
用
方
法　

真
庭
市
特
設
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス

し
、
利
用
登
録

■
特
設
ペ
ー
ジ
▼

専
用
コ
ー
ド
：D2GBYE3M

■
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
保
健
医
療
部
健
康
推
進
課

℡  
0
8
6（
2
2
6
）7
3
2
9

℻
0
8
6（
2
2
5
）7
2
8
3

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

問  市民課　℡  0867-42-1112(℻7455）
　  Email：shimin@city.maniwa.lg.jp

厚生労働省
ホームページ

引用：厚生労働省ホームページ （下記）

高額療養費制度を見直します
令和８年８月から

　高額療養費制度とは、１カ月に医療機関に支払った額が高額になった場合に、
定められた上限額を超えて支払った額を払い戻す制度です。上限額は、個人や
世帯の所得に応じて決まっています。医療費の伸びや所得に応じた自己負担限
度額の見直しに加え、長期にわたる治療に配慮した仕組みが導入されます。

●年間の上限額が新設されました
月ごとの自己負担額が積み上がっても、年間の
上限額に達した後は、それ以上の医療費につい
ては保険者から還付を受けることができます。
※年間とは8月から翌年の7月まで

年間上限額の新設により、以下の人は
医療費負担が軽くなる場合があります
・これまで多数回該当に該当しなかった人
・見直しにより多数回該当の対象から外れる人
・現在、毎月高額療養費を利用している人
・極めて高額な医療を受けた人

●他にも負担を軽減する仕組みがあります
・外来特例（70歳以上で現役並み以外の人）：外来診療だ
けの月の上限額があります。さらに年間の上限額が設定さ
れ、月ごとの自己負担額が積み上がっても、上限額に達し
た後は還付を受けることができます。

※多数回該当：直近12カ月の間に3回以上該当した
月がある場合、4回目以降はさらに軽減される仕組み

例：これまで多数回該当に該当しなかった人
　  （年収約370万円～約770万円の場合）

●高額療養費制度の概要、
過去の見直し内容など、詳し
くは下記の厚生労働省ホー
ムページをご覧ください。

「
ル
ナ
ル
ナ
」有
料
プ
ラ
ン

無
料
で
利
用
で
き
ま
す



　

法
務
局
と
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、
全
国
一
斉
「
こ
ど
も
の

人
権
相
談
」強
化
週
間
を
実
施
し
、

期
間
中
は
休
日
に
も
電
話
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。

■
「
こ
ど
も
の
人
権
1
1
0
番
」

専
用
電
話
番
号　

℡  
0
1
2
0（
0
0
7
）1
1
0

（
通
話
料
無
料
）

■
受
付
期
間　

8
月
28
日
㈮
〜
9
月
3
日
㈭

■
受
付
時
間　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

※
土
日
は
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

■
相
談
員　

法
務
局
職
員
お
よ
び
人
権
擁
護
委
員

■
こ
ど
も
の
み
な
さ
ん
へ

こ
ん
な
な
や
み
が
あ
っ
た
と
き

に
、
相
談
（
そ
う
だ
ん
）
で
き
る

電
話
（
で
ん
わ
）
で
す
。

・
学
校
（
が
っ
こ
う
）
で
い
じ
め

に
あ
っ
て
い
る

・
家
（
い
え
）
の
人
（
ひ
と
）
に

い
や
な
こ
と
を
さ
れ
る

・
友
（
と
も
）
だ
ち
に
た
た
か
れ

た
り
、
け
ら
れ
た
り
す
る

先
生
（
せ
ん
せ
い
）
や
家
（
い
え
）

の
人
（
ひ
と
）
に
は
話
（
は
な
し
）

に
く
い
け
ど
、
こ
の
ま
ま
で
は
ど

う
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
、

だ
れ
も
気
（
き
）
づ
い
て
く
れ
な

い
。
そ
ん
な
と
き
は
、
ま
よ
わ
ず

電
話
（
で
ん
わ
）
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

℡  
0
8
6（
2
2
4
）5
7
6
1

■
法
務
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

生
ご
み
、
し
尿
、
浄
化
槽
汚
泥

を
メ
タ
ン
発
酵
し
て
再
資
源
化
し

た
「
バ
イ
オ
液
肥
」
を
使
っ
て
米

作
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
散
布
時
期　

令
和
9
年
4
月
〜
5
月
頃
（
し
ろ

か
き
前
に
元
肥
と
し
て
散
布
）

■
費
用

2
0
0
0
円
／
10
ア
ー
ル（
運
搬
、

散
布
費
用
込
み
）

■
申
込
期
限　

10
月
30
日
㈮

■
申
込
要
件　

お
お
む
ね
2
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の

ま
と
ま
っ
た
農
地

※
申
込
者
多
数
の
場
合
、
散
布
面

積
な
ど
を
調
整
す
る
た
め
、
希
望

通
り
に
対
応
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

農
業
振
興
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
0
3
1

℻
0
8
6
7（
42
）3
9
0
7

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

令
和
7
年
8
月
か
ら
所
得
区
分

が
低
所
得
Ⅱ
の
認
定
期
間
中
に
入

院
日
数
が
90
日
を
超
え
る
場
合

は
、
市
民
課
ま
た
は
各
振
興
局
に

届
け
出
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
入

院
時
の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

・
令
和
8
年
5
月
1
日
以
降
に
入

院
日
数
が
90
日
を
超
え
た
場
合

は
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
令
和
7
年
8
月
1
日
か
ら
令
和

8
年
4
月
30
日
ま
で
の
間
で
入
院

日
数
が
90
日
を
超
え
て
い
る
人

で
、
7
月
に
送
付
し
た
資
格
確
認

書
や
自
身
の
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
長

期
入
院
該
当
の
情
報
が
反
映
さ
れ

て
い
る
人
は
届
出
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
1
2

℻
0
8
6
7（
42
）7
4
5
5

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

あ
な
た
の
笑
顔
、守
り
た
い

こ
ど
も
の
人
権
1
1
0
番

バ
イ
オ
液
肥
を
使
っ
て
お
米
作
り

使
っ
て
み
ま
せ
ん
か

後
期
高
齢
者
医
療
長
期
入
院

ご
確
認
く
だ
さ
い

　真庭の豊かな地域資源や独自の強みを生かして活躍す
る地元の商工業者を一挙に紹介する新しい企業ガイド
ブックを発行しました。就職活動を控えた学生の皆さん
や地域で新しいビジネスチャンスや異業種連携のきっか
けを探している企業の人は必見です。最新の企業情報や、
各社のメッセージは、スマートフォンから手軽にアクセ
スできる「WEB版」で今すぐご覧いただけます。
※紙の冊子を希望する人には、真庭商工会の本部・支所
の窓口にて無料で配布しています。

完成しました
「真庭企業ガイド2026」

問  真庭商工会  ℡  0867-42-4325（℻  4337）

【経営に役立つ！商工会公式LINE】
商工会公式LINEでは、地元のイベント情報のほか、中小企業・小規模事業者の皆さんに向けた各種
支援制度、経営に役立つ最新情報を定期配信しています。ぜひこの機会に「友だち追加」をして、ご
活用ください。

▲真庭企業
ガイドWEB版

▲友だち追加は
こちらから
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バイオ液肥を使ってみませんか

ごみと資源の
分別ガイドはこちらから

ごみの分別リストと
収集日の確認はこちらから

真庭市役所環境課

源循環

環境課  ℡0867-42-1113

持続可能なまちへ
資

で

　真庭市では、地域資源であ
る生ごみなどをバイオ液肥に
リサイクルすることで、可燃ご
みの削減を図っています。

生ごみ収集量
目標 175㌧／月

可燃ごみ排出量

9444.4.9999％増増増増増

117.5トン 123.2トン

R8.6月R7.6月

R8.6月R7.6月

674トン 663トン

（トン）

（トン）

61111.6666％減減減減減

0

60

40

20

120

100

80

140

0

400

800

600

200

明日の暮らしと自然をポジティブにするアクションコンテスト in 真庭

問  産業政策課　℡  0867-42-1033(℻3907）
　  Email：sangyou@city.maniwa.lg.jp

応募・詳しくは
こちらから

　真庭市には、山焼きやホタル保全活動など、人と自然が共生してきた暮らしの
知恵や取り組みが今なお残っています。また、木材の産地であることを生かした
バイオマス発電や資源循環の取り組みなど、自然資源を持続可能な産業に活用す
ることにも注力しています。
　そんな自然と共生した文化のある真庭で、『あすまに』は「暮らしとともにある
自然共生の取り組み」を元に、これからの真庭らしいネイチャーポジティブのあ
り方を育んでいくことを目指すアクションコンテストです。特別な専門知識や大
きな実績は必要ありません。「生きものや花が好き」「自然の中で遊ぶのが楽しい」
「この風景を残したい」、そんな身近な気づきや思いから始まる日々のちょっとし
たアクションやアイデアをはじめ、ネイチャーポジティブに向けた企業の新しい
挑戦も募集します。

　テーマ： 「真庭らしい、自然共生のアクション」
　例えば、次のような取り組みやアイデアが対象です。
　川や山での生きものを観察する／給食を残さない工夫をする
　生きものの調査や保全に取り組む／地域の清掃や草刈りで環境を整える
　自然共生につながる事業に取り組む　など

次の3部門で募集します。

 『あすまに』 応募受付開始！

▶ジュニア部門
応募資格：小・中・高校生
副賞：グランプリ　伴走支援＋1万まにぃポイント
▶アクション部門
応募資格：個人、町内会、任意団体、社団法人など
副賞：グランプリ　伴走支援＋活動支援金上限50万円
▶ビジネス部門
応募資格：真庭の地域資源を使った事業を行う、または予定している企業、団体
副賞：グランプリ　伴走支援＋活動支援金上限100 万円
▶共通事項
参加条件：11月14日㈯のコンテスト授賞式に参加できること（会場：シェアオフィス
蒜山ひととき）
応募期間：8月3日㈪～9月30日㈬
応募など詳しくは：下記二次元コードから
▶主催：真庭市／バ・アンド・コー株式会社　 ▶協力：GREENable HIRUZEN
▶問い合わせ先：あすまに運営事務局（asumani@ba-and.co）
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第
2
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
が

各
会
場
で
行
わ
れ
ま
す
。

■
試
験
日　

10
月
25
日
㈰　

■
場
所　

県
内
各
会
場
に
て　

※
詳
し
く
は
最
寄
り
の
消
防
署
で

配
布
し
て
い
る
危
険
物
取
扱
者
試

験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

■
内
容　

危
険
物
取
扱
者
試
験　

甲
種
・
乙
種（
1
〜
6
類
）・
丙
種　

■
試
験
手
数
料　

・
甲
種　

7
2
0
0
円　

・
乙
種　

5
3
0
0
円　

・
丙
種　

4
2
0
0
円　

■
申
込
方
法　

危
険
物
取
扱
者
試
験
案
内
を
確
認

の
上
、
電
子
申
請
か
書
面
で
申
し

込
み
。　

■
申
込
期
間　

8
月
24
日
㈪
〜
9

月
3
日
㈭
ま
で　
　

■
問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
予

防
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
9
0

℻
0
8
6
7（
42
）1
6
7
2

■
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

令
和
8
年
度
消
防
設
備
点
検
資

格
者
再
講
習
を
開
催
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■
講
習
日　
　

第
1
種　

11
月
5
日
㈭

第
2
種　

11
月
6
日
㈮

■
場
所　

岡
山
商
工
会
議
所
（
岡

山
市
北
区
厚
生
町
3
―
1
―
15
）

・
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
で
の
受
講
も

可
能
で
す
。　

■
申
込
方
法

日
本
消
防
設
備
安
全
セ
ン
タ
ー
か

ら
送
付
さ
れ
る
受
講
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
岡
山
県
消
防

設
備
協
会
へ
提
出
、
ま
た
は
郵
送

で
申
し
込
み
。　
　

■
受
付
期
間

8
月
17
日
㈪
〜
31
日
㈪

■
問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
予
防
課　
　
　

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
9
0

℻
0
8
6
7（
42
）1
6
7
2

■
岡
山
県
消
防
設
備

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

■
日
本
消
防
設
備

安
全
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

危
険
物
取
扱
者
試
験
事
前
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

9
月
3
日
㈭　
　

午
前
9
時
30
分
〜　

■
場
所　

落
合
総
合
セ
ン
タ
ー　

■
内
容　

危
険
物
取
扱
者
試
験
に

向
け
て
の
講
習
会　

■
定
員　

約
30
人　

■
受
講
費　

・
危
険
物
安
全
協
会
員　

4
千
円

・
一
般　

5
千
円　

■
申
込
方
法　

危
険
物
取
扱
者
試
験
事
前
講
習
会

受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
真
庭
市
消
防
本
部
へ
申
し
込

み
。

■
申
込
期
間　

8
月
3
日
㈪
〜
21
日
㈮　

※
満
席
と
な
っ
た
時
点
で
受
付
終

了　■
問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
予

防
課　
　
　
　

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
9
0

℻
0
8
6
7（
42
）1
6
7
2

■
岡
山
県
危
険
物

安
全
協
会
連
合
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

申込期限は8月21日㈮ 申し込みはホームページから

問  総務課人材マネジメント室　℡  0867-42-1150(℻1341）Email：sohmu@city.maniwa.lg.jp
　  消防本部総務課　　　　 　℡  0867-42-1190(℻1672）Email：sohmu_shobo@city.maniwa.lg.jp

　

令
和
9
年
度
採
用
の
真
庭
市
職
員
を
募
集
し
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
、
何
ご
と
に
も

積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
人
材
を
求
め
ま
す
。

新
卒
の
高
校
生
を
対
象
と
し
た
、
高
校
生
枠
も
実

施
し
ま
す
。
募
集
す
る
職
種
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、
真
庭
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

令
和
9
年
度
採
用

真
庭
市
職
員
募
集

【
秋
期
試
験
】

1次試験日▶9月20日㈰
申込期限▶8月21日㈮
申込方法▶ 職員採用サイトから申し込み

事務職（2人）、土木技術職（3人）、建築技術職（2人）、
保健師（1人）、保育教諭職（若干名）、管理栄養士（1人）、
消防職（2人）、
【高校生枠】事務職（2人）

消防職以外の職はこちら▲ 消防職はこちら▲

募集職種および人数

し込み

消
防
設
備
点
検
資
格
者
再
講
習

受
講
く
だ
さ
い

危
険
物
取
扱
者
試
験
事
前
講
習
会

受
講
く
だ
さ
い

第
2
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

受
験
く
だ
さ
い

真庭市キャラクター  まにぞう
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LINEアプリから、道路の
穴ぼこ、落石や倒木な
どの道路異状を通報で
きます。なお、道路を
通行できないなどの緊
急対応が必要な場合は、
建設課または各振興局
に、業務時間外には宿
日直にご連絡ください。

道路の異状を
スマホで通報

▶対象エリア　
全国の道路（高速道路、
国道、県道、市道など）
※道路以外の通報や、
私道など私有地の通報
は対象外です。
▶利用手順　
LINEアプリから、「国土
交通省道路緊急ダイヤ
ル（#9910）」を友だち
登録し、通報

▶問い合わせ先　
　建設課　
　℡  0867-42-5033
　℻  0867-42-1988

真庭市
ホームページ▶

LINE友だち
追加はこちら▶

道路を守ろう 思いやりのある利用を

問  建設課　℡  0867-42-5033(℻1988）
　  Email：kensetsu@city.maniwa.lg. jp 真庭市

ホームページ

 ８月は道路ふれあい月間
「続け未来に  地域の道路は  たからもの」

▶申 込 期 限　8月17日㈪  正午まで
▶入居可能日　9月中旬（予定）

真庭市
ホームページ▶

▲原方新住宅

問  まちづくり推進課
　  ℡  0867-42-7781（℻  1988）

市営住宅
入居者定期募集

地域 住宅名 種別 間取り 戸数 建築年数 家賃（毎月）

勝山

原方新住宅 公営 2LDK 1戸 平成18年度 22,900円～34,100円
※共益費3,000円

原方新住宅 公営 3LDK 1戸 平成18年度 27,000円～40,200円
※共益費3,000円

江川住宅 公営 3DK 1戸 昭和56年度 17,100円～25,500円

　毎年8月は「道路ふれあい月間」です。道路を利用する皆さんに、道路の役
割や大切さを改めて考え、道路を常に美しく、安全に利用していただくために、
道路愛護活動などを推進する月間です。普段利用している道路に今一度目を向
け、事故や危険のない、思いやりのある利用を心掛けましょう。

道路愛護活動団体を随時募集しています
　真庭市では、市民が市道の簡易的な維持管理や点検を行う「道路愛護
活動」を推進しています。道路の安全や地域の美観を維持していくため、
道路愛護活動団体になりませんか。

活動内容
　市道の除草、路面や側溝の簡易清掃、穴ぼこなどの異状箇所の通報な
どです。除草については、距離に応じて報奨金を交付します。報奨金は、
年度内に２回まで申請することができます。なお、燃料代などは支給し
ませんので、報奨金を有効にご活用ください。

・入居希望者数が募集戸数を超えた場合は抽選となります。　
・多子世帯（同居しようとする親族に18歳未満の児童が 3人以上いる世帯）
と、子育て世帯（同居しようとする親族に小学校卒業前の児童がいる世帯）には
抽選回数の優遇があります。　
・身体障がい( 1～ 4級）の人は原方新住宅の申し込みに限り、
　抽選回数の優遇があります。
・募集中の物件については、真庭市ホームページをご覧ください。
　（応募のなかった市営住宅の入居者を随時募集しています。）
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▼「
な
ん
で
や
ね
ん
！
す
ご
ろ

　

く
」
と
は

　
「
子
ど
も
の
け
ん
り　

な
ん

で
や
ね
ん
！
す
ご
ろ
く
」
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。
子
ど
も
の

権
利
条
約
関
西
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
作
っ

た
、
子
ど
も
の
権
利
に
つ
い
て

楽
し
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

対
話
型
ゲ
ー
ム
で
す
。

▼
実
際
に
体
験
し
て
み
て

　
こ
ど
も
の
権
利
条
例
の
制
定

に
向
け
て
、
こ
の
す
ご
ろ
く
を

使
っ
た
対
話
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
市
職
員
で
す
ご
ろ
く

を
体
験
し
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
、

「
子
ど
も
は
こ
ん
な
こ
と
を
感

じ
て
い
る
ん
だ
。」

「
大
人
同
士
で
も
考
え
方
が
違

う
こ
と
に
気
づ
い
た
。」

「
子
ど
も
の
権
利
っ
て
こ
ん
な

こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の

ね
。」

と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

▼
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
「
な
ん
で
や
ね
ん
！
す
ご
ろ

く
」
は
、
誰
も
が
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
考
え
、
話
し
合
う
き
っ

か
け
に
な
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
す
。
自
治
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子

育
て
サ
ー
ク
ル
、
職
場
の
研
修

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
実
施

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
総
合
政
策

課
ま
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

総
合
政
策
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
6
9

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
5
3 真庭市

ホームページ▲

〜
子
ど
も
と
真
庭
の
未
来
〜

「
な
ん
で
や
ね
ん
！
」を

み
ん
な
で
話
し
ま
せ
ん
か

　

真
庭
市
文
化
連
盟
で
は
、
芸
術

文
化
の
普
及
振
興
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
創
造
的
で
文
化
的

な
芸
術
の
表
現
活
動
お
よ
び
育
成

活
動
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
文

化
活
動
で
地
域
を
盛
り
上
げ
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
助
成
対
象　

真
庭
市
内
で
文
化
活
動
を
す
る
団

体
が
主
催
し
、
市
内
で
実
施
さ
れ

る
事
業

※
他
の
補
助
を
得
て
い
る
事
業
や

営
利
目
的
の
事
業
は
対
象
外

■
助
成
額　

対
象
事
業
費
の
2
分

の
1
以
内
（
上
限
5
万
円
）

■
募
集
期
限　

令
和
9
年
1
月
31
日
㈰

■
助
成
対
象
期
間　

交
付
決
定
日

〜
令
和
9
年
3
月
31
日
㈬　

■
選
考
方
法　

連
盟
の
運
営
委
員

会
で
書
類
選
考　

■
申
請
書
の
配
布
お
よ
び
書
類
提

出
場
所

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課
、
ま
た

は
各
振
興
局
地
域
振
興
課　

■
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課　

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
7
8

℻
0
8
6
7（
42
）1
4
1
6

　

蒜
山
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
展
覧
会

「
呼
吸
す
る
気
配
」
の
関
連
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
出
品
作
家
の
小
林

万
里
子
さ
ん
、七

 
な
な
か
ら
げ

搦
綾
乃
さ
ん
と
、

奈
義
町
在
住
の
画
家
、
花
房
紗
也

香
さ
ん
（
本
展
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
）
の
三
者
が
語
り
合
う
鼎て

い

談だ
ん

を
開
催
し
ま
す
。
展
覧
会
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
て
の
思
い

や
作
品
の
こ
と
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
し
て
日
頃
考
え
て
い
る
こ
と
な

ど
を
お
話
し
し
ま
す
。

■
日
時　

8
月
9
日
㈰

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

■
場
所　

蒜
山
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

※
予
約
不
要
、
入
館
料
の
み
で
参

加
可
能

■
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
7
8

℻
0
8
6
7（
42
）1
4
1
6

■
蒜
山
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

真
庭
短
歌
協
会
で
は
、
短
歌
研

さ
ん
の
一
助
と
し
て
、
短
歌
を
募

集
し
作
品
集
を
作
成
し
ま
す
。
真

庭
の
各
短
歌
会
会
員
を
は
じ
め
、

広
く
短
歌
愛
好
者
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
投
稿
要
領　

自
由
題
で
1
人
当
た
り
二
首
を
応

募
用
紙
に
記
入
し
、
投
稿
料
と
と

も
に
各
短
歌
協
会
、
ま
た
は
短
歌

協
会
事
務
局
に
提
出
。

■
投
稿
料　

千
円　

■
投
稿
期
限　

9
月
15
日
㈫

〇
作
品
集
に
つ
い
て　

応
募
作
品

に
講
評
を
付
し
た
作
品
集
を
作
成

し
、
配
布
し
ま
す
。

■
講
師　

大
森
智
子
さ
ん
（
毎
日

新
聞
岡
山
歌
壇
選
者
・
日
本
歌
人

ク
ラ
ブ
参
与
）

■
主
催　

真
庭
短
歌
協
会　

■
後
援　

真
庭
市
、
真
庭
市
教
育

委
員
会

■
応
募
用
紙
の
請
求
・
投
稿
・
問

い
合
わ
せ
先　

〒
7
1
9
―
3
1
4
5

真
庭
市
西
河
内
4
4
3

真
庭
短
歌
協
会
事
務
局  

岡
田
耕
平

℡  
0
8
6
7（
52
）0
7
0
9

℻
0
8
6
7（
52
）0
7
0
9

文
化
活
動
支
援
事
業
募
集

真
庭
市
文
化
連
盟

「
呼
吸
す
る
気
配
展
」イ
ベ
ン
ト

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
お
話
を
聴
こ
う

真
庭
短
歌
大
会
作
品
募
集

2
0
2
6
年
度
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蒜
山
郷
土
博
物
館
で
は
、
蒜
山

を
舞
台
と
し
た
短
編
小
説
の
朗
読

会
を
行
い
ま
す
。

■
第
1
回　
「
大
宮
踊
り
」
神
崎

信
一
著　

1
9
5
8
年
の
作
品

■
日
時　

8
月
8
日
㈯

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

■
第
2
回　
「
蒜
山
原
の
海
の
若

鷲
」
安
原
萬
次
郎
著　

1
9
4
3

年
の
作
品　

初
披
露

■
日
時　

8
月
22
日
㈯

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

■
第
3
回　
「
牛
追
い
」
吉
谷
省

三
著　

2
0
0
2
年
の
作
品

■
日
時　

10
月
24
日
㈯　

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

い
ず
れ
の
回
も

■
場
所　

蒜
山
郷
土
博
物
館　

■
定
員
50
人
（
事
前
申
込
不
要
）

■
参
加
費　

無
料
（
展
示
を
見
る

際
は
入
館
料
が
必
要
で
す
）

■
問
い
合
わ
せ
先

蒜
山
郷
土
博
物
館

℡  
0
8
6
7（
66
）4
6
6
7

℻
0
8
6
7（
66
）4
6
6
7

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

個
別
ブ
ー
ス
で
企
業
か
ら
、
直

接
お
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

8
月
18
日
㈫　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

■
場
所　

津
山
総
合
体
育
館
（
津

山
市
山
北
6
6
9
）

■
対
象
者　

・
新
規
大
学
等
卒
業
予
定
の
人

・
お
お
む
ね
35
歳
以
下
の
人

・
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
希
望
の
人

・
大
学
3
年
生
な
ど
の
在
学
生
の

人
（
業
界
研
究
が
で
き
ま
す
）

・
就
職
氷
河
期
世
代
の
人

■
参
加
予
定
企
業　

津
山
・
真
庭
・

美
作
地
域
の
事
業
所
（
約
45
社
）

■
事
前
申
込　

不
要

■
参
加
費　

無
料

■
主
催　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
津
山
・

美
作
津
山
圏
域
雇
用
開
発
協
会

■
問
い
合
わ
せ
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
津
山  

求
人
企
画
部
門

℡  
0
8
6
8（
35
）2
6
7
5

問  湯原振興局地域振興課　℡  0867-62-2011(℻2097）
　  Email：chiiki_yb@city.maniwa.lg.jp 真庭市

ホームページ

　平成 9年（1997年）8月、勝山文化センターで一度だけ上演された演劇「雪、柿の木坂」。山中
一揆を題材に、当時の落合町、久世町、勝山町、湯原町などから多くの住民が出演者やスタッフ
として参加した地域ぐるみの舞台です。
　当時のホームビデオ映像を、字幕付きで見やすく再編集して上映します。

山中一揆を描いた演劇「雪、柿の木坂」上映会

短
編
小
説
の
朗
読
会
を
開
催

蒜
山
郷
土
博
物
館

岡
山
県
北
就
活
フ
ェ
ア

岡
山
県
で
働
き
た
い
皆
さ
ん
へ

※昨年 9月と11月に山中一揆義民顕彰会主催で開催した
上映会の作品と同じものになります。

▶入場料：無料　   ▶申し込み：不要（当日受付・先着順）
日時・会場  ※いずれも開場は30分前

8月23日㈰
午前9時30分～正午

美甘保健福祉
文化センター

8月23日㈰
午後2時30分～5時

ビクトリィシアター
※25席程度
(真庭市久世2581番地）

9月 5日㈯
午後1時30分～4時

落合総合センター昨年9月 、湯原ふれあいセンターでの上映会の様子

上映前に、山中一揆義民顕彰会会長・浜子尊行
さんが「山中一揆のあらまし」を約30分解説しま
す。初めての人でも、ストーリーがよく分かります。

行
ま
。
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■
場
所　

津
山
市
総
合
福
祉
会
館

（
津
山
市
山
北
5
2
0
）

■
相
談
員　

津
山
簡
易
裁
判
所
所

属　

民
事
調
停
委
員　

岡
山
家
庭
裁
判
所
津
山
支
部
所
属

　

家
事
調
停
委
員　

■
相
談
内
容　

①
土
地
・
家
屋
・
農
地
・
山
林
・

金
銭
賃
借
・
交
通
事
故
な
ど
、
民

事
に
関
す
る
諸
問
題　
　
　
　
　

②
離
婚
・
そ
の
他
家
庭
内
の
ト
ラ

ブ
ル
・
相
続
・
扶
養
な
ど
、
家
事

に
関
す
る
諸
問
題　

※
調
停
委
員
が
調
停
手
続
き
の
利

用
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

な
お
、
訴
訟
、
調
停
な
ど
の
法
律

判
断
に
関
す
る
こ
と
は
相
談
に
応

じ
ら
れ
ま
せ
ん
。　

※
相
談
を
受
け
た
事
柄
に
つ
い
て

は
秘
密
を
堅
く
守
り
ま
す
。　

■
相
談
料　

無
料　

■
事
前
予
約　

不
要　

■
問
い
合
わ
せ
先　

津
山
調
停
協
会　
　
　
　
　
　
　

℡  
0
8
6
8（
22
）9
3
2
6

共
生
社
会
推
進
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
0
1
7

℻
0
8
6
7（
42
）7
4
5
5

　

令
和
7
年
中
に
真
庭
消
防
署
管

内
で
は
31
件
の
火
災
が
あ
り
、
そ

の
内
た
き
火
や
火
入
れ
が
原
因
の

火
災
は
12
件
発
生
し
ま
し
た
。
8

月
は
、
お
墓
の
掃
除
な
ど
で
草
焼

き
を
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
。
草
焼
き
を
行
う
と
き
は
水
バ

ケ
ツ
な
ど
の
消
火
の
準
備
と
、
事

前
に
消
防
署
に
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。
周
囲
の
安
全
と
風
に
注

意
し
、
火
が
消
え
る
ま
で
そ
の
場

を
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
全
国
的
に
仏
壇
の
灯

明
に
よ
る
火
災
が
毎
年
発
生
し
て

い
ま
す
。
仏
壇
か
ら
離
れ
る
と
き

は
必
ず
火
を
消
す
な
ど
、
火
気
の

取
り
扱
い
に
十
分
注
意
し
、
最
後

ま
で
責
任
を
持
っ
て
安
全
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

真
庭
消
防
署

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
9
0

℻
0
8
6
7（
42
）1
6
7
2

　

津
山
調
停
協
会
が
無
料
調
停
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

9
月
6
日
㈰

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

問  湯原振興局地域振興課　℡  0867-62-2011(℻2097）　Email：chiiki_yb@city.maniwa.lg.jp

～はんざきの魅力を大発信！～
 「はんざき・フォーラム２」 開催！
　国の特別天然記念物であるオオサンショウウオの繁殖や生息地の再生に取り組む「おかやまオオサ
ンショウウオの会」では、広く「はんざき」（湯原地域におけるオオサンショウウオの愛称）の魅力を知っ
ていただくことを目的として、8月 8日の第64回はんざき祭り開催日の午後に「はんざき・フォーラム」
を開催します。フォーラムでは、現代のオオサンショウウオ研究を牽引する第一人者の研究者をパネ
リストに迎え、各分野の視点から「はんざき」の魅力を伝えます。ぜひご参加ください。
▶日　　時　 8月 8日㈯　午後 1時～ 3時30分
▶場　　所　湯原ふれあいセンター
▶参 加 費　無料
▶申し込み　不要
▶そ の 他　主催：おかやまオオサンショウウオの会
　　　　　　共催：はんざき祭り実行委員会
▶備　　考　真庭市は、1927年（昭和2年）にオオサンショウウオの生息地として国の
　　　　　　天然記念物の地域指定を受けており、来年で指定100周年を迎えます。
【内容】
▶調査報告　題名「はんざきと湯原」
　　　　　　報告者　おかやまオオサンショウウオの会  事務局長　浜子 尊行さん
▶第 1部　はんざき最深研究発表
・題　名「私たちが、ハンザキに惹

ひ

かれる理由」
　　　　　オオサンショウウオ生態保全教育文化研究所　所長　田口 勇輝さん
・題　名「川を歩いて見えてきた　ハンザキの暮らしと保全」
　　　　　NPO法人日本ハンザキ研究所　理事長　岡田　純さん
・題　名「なぜ、我々はオオサンショウウオを守るのか」
　　　　　日本オオサンショウウオの会　前会長　桑原 一司さん
▶第 2部　はんざき討論会
　　　　　報告者・発表者による討論会（コーディネーター　田口 勇輝さん）

無
料
調
停
相
談
会

ご
相
談
く
だ
さ
い

夏
季
火
災
予
防

暑
い
と
き
こ
そ
気
を
引
き
締
め
て

▶湯原小学校3・4年生PRタイム
第1部と第2部の間には、はんざきが
大好きな湯原小学校3・4年生22名が、
「はんざきPR」の寸劇を披露すると
ともに、PRチラシを配布します。
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◎テーマは

 「息抜き」 です。
しっかり休息をとれていま
すか？仕事や家事の合間に
もできる息抜きについて、
200字程度でお寄せください。

◎川柳の兼題は
　「食べる」 です。
　
お便り・川柳は、先月号に
同封したはがきをご利用く
ださい。締め切りは8月25
日㈫です。

　

平
成
生
ま
れ
の
私
が
「
平
成
と

い
え
ば
？
」
と
尋
ね
ら
れ
る
と
、

い
く
ら
で
も
思
い
起
こ
せ
る
の
で

す
が
、
ふ
と
懐
か
し
さ
っ
て
感
じ

な
い
な
、
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
し

て
。
何
故
か
と
考
え
れ
ば
、
子
ど

も
の
頃
見
て
い
た
ア
ニ
メ
は
最
近

に
な
っ
て
リ
メ
イ
ク
さ
れ
、
た
ま

に
見
る
歌
番
組
に
は「
懐
か
し
の
」

と
付
随
し
平
成
の
楽
曲
を
今
で
も

い
く
ら
で
も
耳
に
す
る
こ
と
が
で

き
て
、
某
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
は

「
絶
対
中
の
人
の
世
代
同
じ
だ
よ

な
」
と
思
う
ほ
ど
に
平
成
の
ネ
タ

が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
て
、
過
ぎ

去
っ
た
は
ず
の
日
々
を
思
い
起
こ

す
間
も
な
し
に
見
聞
き
で
き
る
の

で
、
懐
か
し
さ
な
ん
て
感
じ
よ
う

が
な
い
な
、
と
。

　

な
ん
だ
か
小
さ
な
頃
に
遊
び
に

行
っ
た
場
所
へ
大
人
に
な
っ
て
訪

れ
て
み
た
時
に
、
あ
の
頃
は
ち
ゅ

う
ち
ょ
せ
ず
に
跳
ん
だ
高
い
段
差

や
、
川
の
中
に
足
を
踏
み
入
れ
る

ワ
ク
ワ
ク
感
を
、
今
は
失
っ
て
し

ま
っ
た
の
と
同
じ
よ
う
な
、
も
う

消
え
て
し
ま
う
感
情
な
の
で
し
ょ

う
か
。
あ
の
頃
は
こ
う
だ
っ
た
な

と
思
い
出
に
浸
る
こ
と
は
で
き
て

も
、
ど
う
し
て
も
思
わ
ず
口
角
を

上
げ
て
し
ま
う
よ
う
な
、
苦
し
い

よ
う
な
切
な
い
よ
う
な
、
衝
動
的

な
懐
か
し
さ
を
感
じ
ら
れ
な
い
な

ん
て
。
な
ん
だ
か
寂
し
い
人
間
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
な
ぁ
。
も
う
こ

う
な
っ
た
ら
、
し
ま
い
込
ん
で
あ

る
日
記
で
も
読
み
返
す
か
？
と
身

悶
え
必
須
の
思
い
付
き
を
必
死
に

振
り
払
い
な
が
ら
、
あ
ぁ
で
も
今

思
い
出
せ
な
い
か
ら
こ
そ
、
い
つ

か
思
い
出
し
た
と
き
に
「
懐
か
し

い
な
ぁ
、
い
い
な
ぁ
」
と
思
え
る

の
か
な
と
期
待
を
し
て
、
平
成
に

流
行
っ
た
歌
を
口
ず
さ
ん
で
い
ま

す
。

　

商
都
大
阪
に
赴
い
た
昭
和
40
年

初
頭
は
戦
後
の
荒
廃
か
ら
復
興

し
、
活
気
に
満
ち
、
私
の
よ
う
な

田
舎
者
に
は
見
る
も
の
聞
く
も
の

全
て
が
新
鮮
で
し
た
。

　

特
に
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
る
演
歌

に
心
酔
し
て
育
っ
た
者
に
と
っ
て

は
、
大
劇
場
の
華
麗
な
ス
テ
ー
ジ

は
気
後
れ
す
ら
感
じ
る
ま
ぶ
し
い

大
ス
タ
ー
、
三
橋
美
智
也
、
春
日

八
郎
、
北
島
三
郎
、
石
原
裕
次
郎

な
ど
十
指
に
余
る
ス
タ
ー
た
ち
に

魅
了
さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
で
し
た
。

特
に
美
空
ひ
ば
り
は「
悲
し
い
酒
」

で
、
ま
ぶ
た
に
涙
を
浮
か
べ
、
情

感
あ
ふ
れ
る
歌
声
で
大
劇
場
を
涙

の
る
つ
ぼ
に
誘
い
歌
謡
曲
の
女
王

を
実
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

異
色
と
し
て
現
在
も
「
キ
レ

キ
ャ
ラ
」
と
し
て
活
躍
す
る
梅
沢

富
美
男
は
、
妖
艶
な
女
形
の
演
舞

で
「
下
町
の
玉
三
郎
」
と
う
た
わ

れ
、
多
く
の
浮
名
を
流
し
て
お
り

ま
し
た
。
時
代
が
進
む
と
共
に
大

ス
タ
ー
た
ち
も
そ
う
で
は
あ
る

が
、
10
代
の
若
い
女
性
グ
ル
ー

プ
、
モ
ー
ニ
ン
グ
娘
な
ど
が
台
頭

し
、
若
さ
溢
れ
る
軽
快
な
テ
ン
ポ

と
多
人
数
が
一
糸
乱
れ
な
い
華
美

な
振
付
で
一
世
を
風ふ

う
靡び

し
、
人
気

グ
ル
ー
プ
に
な
り
ま
し
た
。
歌
は

世
に
つ
れ
、
世
は
歌
に
つ
れ
て
、

そ
の
時
代
背
景
を
受
け
て
進
化

し
、
時
代
の
申
し
子
と
な
っ
て
人

世
の
応
援
歌
と
し
て
生
き
残
る
の

で
し
ょ
う
。
時
代
は
移
り
変
わ
っ

て
も
、
今
も
新
鮮
な
童
謡
で
、
明

治
生
ま
れ
の「
お
正
月
」、「
汽
車
」、

大
正
で
は「
春
よ
来
い
」、「
故
郷
」、

「
十
五
夜
お
月
さ
ん
」、
昭
和
で
は

「
う
れ
し
い
ひ
な
ま
つ
り
」、「
仲

よ
し
小
道
」
な
ど
記
憶
に
残
っ
て

お
り
ま
す
。

お便り
お待ちしています！
メールの場合は
koho@city.maniwa.lg.jp

《10月号読者の広場》

  

今
月
の
テ
ー
マ

   「
平
成
」

▲PN ヒロリンさん▲PN カクケくん

「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
っ
て
や
つ
」

PN 

ぶ
ろ
っ
さ
む
さ
ん（
若
代
）

「
歌
は
世
に
つ
れ
て
」

PN 

赤
野
太
人
さ
ん（
赤
野
）
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◆マニワノゲキ2026
一年で一番暑い時期にMIT職員が体を張ってお送りする「マニワノゲキ」
が帰ってきます。今回も市内の飲食店にお邪魔して激辛料理に挑戦！一口
食べると全ての毛穴から汗が吹き出し口から火が出る、それでも手を止め
ずまた一口…皆さんに限界の先にたどり着いた人の姿をお見せします！

◆第80回落合納涼花火大会
今年も暑い熱い夏が。真夏の夜に打ちあがる大輪の花火。「落合花火」は
山間で上がるため、お腹に響く大きな音が特徴で、見応え十分。その花火
大会も今回で80回の節目を迎えました。 7月25日当日に生中継でお送りした
内容を30分にギュッと詰め込んだ番組を放送します。

神
かん

田
だ

紗
さ

奈
な

ちゃん
R7. 8.4生まれ（中島）
○応  崇史さん・麻奈美さん（両親）

國
くに

本
もと

暖
はる

葵
き

くん
R7. 8.11生まれ（美甘）
○応  千歩さん・翔平 さん（両親）

松
まつ

村
むら

  凪
なぎ

ちゃん
R7. 8.23生まれ（中河内）
○応  悠登さん・安佳里 さん（両親）

𠮷
よし

川
かわ

采
こと

那
な

ちゃん
R7. 8.4生まれ（久世）
○応  大輝 さん（父）

長
なが

綱
つな

彩
いろ

晴
は

ちゃん
R7. 8.21生まれ（久世）
○応  舞 さん（母）

澤
さわ

井
い

千
ち

尋
ひろ

ちゃん
R7. 8.28生まれ（久世）
○応  悠斗 さん（兄）

鈴
すず

木
き

  塁
るい

くん
R7. 8.8生まれ（上水田）
○応  郁也 さん（兄）

安
あん

藤
どう

楓
かい

絃
と

くん
R7. 8.29生まれ（久世）
○応  翔さん・唯 さん（両親）

その他にもこの広報に挟まれている「番組表」に詳しくご紹介しています。
今月も真庭いきいきテレビをどうぞご覧ください。 MITホームページ

二次元コード▶ 

二次元コードから
入力フォームを開
くことができます。

★対象★
発行月に1歳の誕生日を迎えら
れる市内在住のお子さん。
★応募期限★
誕生月の前の月の10日まで
★掲載内容★
❶お子さんの写真❷氏名（ふりが
な）❸生年月日❹住所❺応募者
のお名前と続柄
★応募および問い合わせ先★
総合政策部秘書広報課
〒719-3292 真庭市久世2927-2
TEL0867-42-1163 （FAX1353）
E-mail：koho@city.maniwa.lg. jp
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み
ん
な
で
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム

フ
ィ
ン・フ
ォ
ッ
ク・
テ
ィ
ン
さ
ん
、

ヴ
ォ
ー・
テ
イ・
チ
ン
さ
ん
、

ル
ン・
ミ
ン・
ク
ン
さ
ん
、

ル
ン・フ
イ
・
タ
イ
さ
ん（
久
世
）

　

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
真
庭
市
に
や
っ

て
き
ま
し
た
。
土
曜
日
曜
は
仕
事

で
忙
し
い
け
れ
ど
、
ボ
ー
ド
ゲ
ー

ム
大
会
が
あ
る
時
に
は
家
族
で
参

加
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に

も
新
し
い
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
グ
ル
ー
プ
の
人
た
ち

親
へ
の
感
謝
と
経
験
を
忘
れ
ず
に

森　

暖
斗
さ
ん（
江
川
）

　

赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験

と
も
、
た
く
さ
ん
交
流
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
こ
う
い
っ
た
イ
ベ
ン

ト
が
あ
れ
ば
、
参
加
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

で
、
親
の
大
変
さ
を
知
り
、
あ
り

が
た
み
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

赤
ち
ゃ
ん
の
母
親
や
父
親
か
ら
、

夜
泣
き
の
大
変
さ
や
、
お
互
い
に

サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
妊
婦
模
擬

体
験
で
は
、
靴
下
を
履
い
た
り
高

い
も
の
を
取
っ
た
り
な
ど
の
動
き

を
す
る
の
が
大
変
で
し
た
。
赤

ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
す
る
の
は
初
め

て
で
緊
張
し
ま
し
た
が
、
将
来
は

母
親
の
こ
と
を
考
え
て
動
け
る
よ

う
に
な
り
た
い
で
す
。

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
観
察
で
き
ま
し
た

川
原
洋
平
さ
ん（
西
河
内
）

　

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
は
吉
備
中
央
町

の
イ
メ
ー
ジ
の
野
鳥
で
し
た
が
、

真
庭
で
見
る
こ
と
が
で
き
て
ビ
ッ

ク
リ
。そ
し
て
講
演
会
で
、ブ
ッ
ポ

ウ
ソ
ウ
は
チ
ク
チ
ク
す
る
か
ら
杉

の
木
に
は
止
ま
ら
ず
、ヒ
ノ
キ
な

ど
に
止
ま
る
と
聞
い
て
ま
た
ま
た

ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。野
鳥
を
観

察
す
る
時
は
、遠
く
か
ら
静
か
に

な
ど
の
マ
ナ
ー
も
知
っ
て
欲
し
い

と
思
い
ま
し
た
。

真庭市立落合図書館

今月のおすすめの本

〒719-3144 真庭市落合垂水618
TEL0867-52-3315 FAX0867-52-1507
開館時間 9:00~18:00 
休館日 毎週火曜日､年末年始

首の不調に悩まされること
はありませんか？その首の
不調は何気ない「姿勢」が
深く関わっているのだそう
です。つらい不調を一時し
のぎの対処法ではない、「一
生モノの首のセルフケア」
で原因から取り除く方法
を、整形外科の専門医が教
えてくれます。

『首の痛み・ コリ・しびれ  自力でできるリセット法』
吉原潔／著　アスコム

仏教とは何だろう？仏像っ
てどうやって作られたの？
お参りするときのマナー
は？など、基本的な疑問を
イラスト付きで、やさしく
わかりやすく解説してくれ
ます。日本に伝来した文化
を子どもから大人まで楽し
く学べる 1冊です。

『みんなが知りたい！日本の仏さまとお寺
  仏像の見かたと癒しの聖地のひみつがわかる』
「日本の仏さまとお寺」編集室／著　メイツ出版

暑い時期には見た目が涼や
かで口当たりとのどごしが
軽やかなデザートが好まれ
ますが、この本はそれに加
え、ホールケーキのような
華やかさがあります。普段
のおやつに手軽に作れそう
なレシピもあり、挑戦して
みたくなる1冊です。

『ゼリーケーキ  光を重ねて、儚くほどける』
藤沢かえで／著　家の光協会

つるつるしたこいし。まる
やさんかくのこいし。ふし
ぎなもようのこいし。お
なじこいしはひとつとして
ない。どんな旅をしてき
ていまのこいしになった
のか、想像力をはばたか
せてみよう。あなたと旅
をするこいしもどこかに
いるのかもしれません。

『たびするこいし』
たかおゆうこ／作　講談社

▲ PNホットコーヒーさん▲PN かほさん
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もっと手話のことを
知りたい時は

真庭いきいき
テレビを見よう

真庭いきいきテレビのコーナー「手話でしゅ
わわせ」では、日常で使える手話などを紹介
しています。

MITホームページ▶

真庭市公式YouTube▶

●毎月第３火曜日
　ほっとまにわいどチャンネルで
　放送中

かんたん
手話講座
問  福祉課  ℡0867-42-1581（℻1369）

今月の手話
『秋（涼しい）・蒜山』
手話：真庭市職員　寺尾峰子さん

今回の手話を
動画で見てみよう

8115 （℻1369）

みんな
で

やろう！

秋（涼しい）
両手を開いて顔の前に構え、自分をあおぐ
イメージでひじから先を数回動かします。

蒜山
右手の人差し指、
中指、薬指を３本
立てて左肩の前
に構え、右側に向
けて山を 3 つ描
くように動かし
ます（蒜山三座
をイメージ）。

両手手を開いて顔の
イ
両手手を開いて顔の
イメメ ジメージ

え、自分を
数回動かし数回動かし

前に構え
ら先を数ら先を数

開いて顔の
ジでひじからジでひじから

玉
の
汗
か
い
て
す
い
か
に
か
ぶ
り
つ
く　
　

竹
井
雪
江　
　

勝
山

店
頭
に
西
瓜
が
並
び
夏
近
し　
　
　
　
　
　

𠮷
原
節
子　
　

落
合
垂
水

ポ
ン
ポ
ン
と
叩
か
れ
す
い
か
店
頭
へ　
　
　

か
し
子　
　
　

樫
東

ス
イ
カ
割
り
そ
ー
め
ん
流
し
孫
来
た
る　
　

ふ
み
こ　
　
　

下
方

井
戸
水
で
冷
や
し
た
す
い
か
歯
に
し
み
て　

こ
す
も
す　
　

上
水
田

ス
イ
カ
割
り
今
は
な
つ
か
し
そ
の
昔　
　
　

永
田
行
雄　
　

樫
東

海
老
で
鯛
わ
ら
び
の
返
し
す
い
か
来
る　
　

岩
古
房
惠　
　

蒜
山
東
茅
部

仏
壇
の
す
い
か
食
べ
頃
気
に
か
か
る　
　
　

横
山
と
も
子　

久
世

絵
手
紙
に
す
い
か
並
ん
で
の
ど
が
鳴
る　
　

中
山
春
子　
　

本
庄

盆
帰
省
ス
イ
カ
３
個
の
大
家
族　
　
　
　
　

大
原
良
治　
　

上
水
田

楽
し
み
は
す
い
か
に
花
火
か
ぶ
と
虫　
　
　

佐
藤
彰　
　
　

上
水
田

ス
イ
カ
割
り
孫
は
上
手
に
パ
ッ
と
割
れ　
　

楢
本
公
枝　
　

上
市
瀬

ビ
ー
ル
よ
り
ス
イ
カ
に
手
出
す
妻
の
前　
　

酔
翁　
　
　
　

勝
山

老
若
男
女
す
い
か
は
食
べ
る
常
備
薬　
　
　

梨
沙　
　
　
　

杉
山

ス
イ
カ
切
る
母
の
傍
ら
釘
付
け
に　
　
　
　

野
田
八
重
子　

栗
原

ア
ッ
や
ら
れ
た
畑
で
か
ら
す
が
す
い
か
割
り　
や
あ
さ
ん　
　

草
加
部

孫
の
顔
ス
イ
カ
が
ぶ
り
と
い
い
笑
顔　
　
　

君
影
草　
　
　

組

〈
軸
吟
〉
授
粉
し
た
ス
イ
カ
気
に
す
る
親
心　

中
川
栄
策

つかみ取るのは、君に決めた！
7月19日に行われた、さかなつかみ取り大会での一枚。水しぶきをあげ
ながら、魚をつかもうと必死で手を伸ばす子どもたち。無事につかんだ
後の笑顔はみんなまぶしく、夏の良い思い出になりました。

今
月
の1枚

川柳  「すいか」選：真庭川柳協会　中川栄策さん

▲PN まつおななさん
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こ
う
し
た
県
外
へ
の
出
荷
が
で
き
れ
ば
、
よ
り
イ
エ
ロ
ー

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
食
べ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
意
気
込
ん
で
い
ま
し

た
。「
ぜ
ひ
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
イ
エ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
を
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
語
る
道
祖
さ
ん
。
こ
れ

か
ら
も
農
協
と
協
力
し

な
が
ら
、県
外
へ
の
展

開
も
視
野
に
、
イ
エ

ロ
ー
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

を
栽
培
す
る
日
々
は

続
い
て
い
き
ま
す
。

イ
エ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と
の
出
会
い

　

実
家
で
大
根
を
栽
培
す
る
傍
ら
、
最
初
は
家
庭
用
で
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
も
栽
培
し
て
い
た
道
祖
さ
ん
。
作
る
量
が
増

え
、
農
協
に
今
後
の
出
荷
に
つ
い
て
相
談
し
た
の
が
、
イ

エ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
に
出
会
っ
た
き
っ
か
け
だ
そ
う
で

す
。
栽
培
す
る
上
で
の
苦
労
は
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る
だ

け
で
な
く
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
自
体
が
甘
い
た
め
、
シ
カ
や

イ
ノ
シ
シ
、
鳥
が
狙
っ
て
く
る
こ
と
。
ま
た
、「
直
売
所

な
ど
が
品
切
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
収
穫
す
る
タ
イ
ミ

ン
グ
と
植
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
も
気
を
付
け
て
い
ま
す
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
一
般
的
な
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
の

違
い
は
、
寒
い
気
候
で
栽
培
し
て
い
る
分
、
熟
成
期
間
が

長
く
な
る
こ
と
で
、
よ
り
甘
い
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
な
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
ま
だ
農
家
歴
が
浅
い
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、「
ほ
か
の
イ
エ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
農
家
さ
ん
に
教

え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
日
々
栽
培
し
て
い
ま
す
」
と
語
り

ま
す
。

今
後
は
岡
山
県
外
に
も

　

例
え
ば
、
蒜
山
地
域
の
近
隣
で
も
あ
る
鳥
取
県
倉
吉
市

の
直
売
所
で
は
、
気
候
が
暖
か
い
こ
と
も
あ
り
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
時
期
が
す
で
に
終
了
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る

そ
う
で
す
。
一
方
で
、
蒜
山
で
は
こ
れ
か
ら
が
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
時
期
に
な
り
ま
す
。
お
盆
の
時
期
も
あ
る
た
め
、

道祖 了一  
DosoDoso　     Ryoichi     Ryoichi

2026
76

立派に実っている様子

実家が農家で大根を栽培していたこともあり、
約５年前にUターン。1シーズンで２町程度のイエ
ローダイヤモンドを出荷している。登山が趣味で、
月に一度山へ繰り出しているのだとか。

道祖 了一さん（蒜山東茅部） 

実がぎっしり詰まっているイエローダイヤモンド
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■2026年度日本マスターズ水泳短水路大会
　5/9～10　大阪府
　男子80～84歳25ｍ自由形、
　50ｍ自由形　優勝
短水路日本新記録　　　高田　稔（組）▶

　240～279歳
　混合4×25ｍフリーリレー
　　　　 準優勝　真庭SC▶

■第75回全日本大学野球選手権記念大会
　6/8～14　東京都　ベスト8
■令和8年度北陸大学春期リーグ戦

　　4/4～5/18　石川県ほか　優勝
　　　　　金沢学院大学-土井研照（月田）▶

■2026年度全日本アマチュアゴルファーズ選手権
　6/10～11　栃木県
■2026年度西日本アマチュアゴルファーズ

　　選手権地区決勝
　　5/12～13　兵庫県　成績上位により選出
　　　　　　　　　堀田　遼（落合垂水）▶
■内閣総理大臣杯第68回全国空手道選手権大会
　7/4～5　東京都　
■第47回中国地区空手道選手権大会

　　2025/10/26　浅口市　
　　個人戦一般女子・形の部　準優勝
　　　　　　　　  組手の部　準優勝
　　　　　　　　　　　宗森葵生（久世）▶

■第18回全日本都道府県対抗女子剣道優勝大会
　7/12　東京都
■第18回全日本都道府県対抗女子剣道優勝大会岡山県予選会

　　1/25　岡山市
　　女子中堅・三将の部　準優勝　柴原末依（多田）
■野球のまち阿南第14回少年野球全国大会～こども
　甲子園～　7/24～27　徳島県
■第40回岡山県学童軟式野球大会秋季大会（新人大会）

　　2025/10/25～26　高梁市　準優勝
　　城北Heroes野球スポーツ少年団-
    （写真左上から）
　　谷口開星（上呰部）、谷口栞菜（上呰部）、池本琉成 （上中津

井）、大栁優成（上水田）、平  大輝（下呰部）、平  帆花（下
呰部）、頭山蒼太（上中津井）、頭山煌介（上中津井）

研鑽に栄誉 市内で受賞・出場をされた皆さんの中から、全国・県高位以上を基準に掲載させていただいています。
）略称敬（。いさだくせ寄おを報情

叙勲 叙勲・叙位を受けられた方をご紹介します。

危険業務従事者叙勲 高齢者叙勲
元３等陸尉
池本 道広さん（本郷）

元美甘村立美甘小校長
黒田 幸衛さん（美甘）瑞宝単光章 瑞宝双光章

　昭和61年に善通寺教育隊へ
入隊し、北海道恵庭駐屯地、
日本原駐屯地で自衛隊車両の
整備に従事。阪神・淡路大震
災や東日本大震災では、現地
で人命救助の活動にあたるな
ど、32年余りにわたり、日本の
防衛に寄与されました。

　昭和36年4月に勝山町立勝山小学校赴任以来、県内の小
学校に勤務。久米町立中正小学校教頭、新庄村立新庄中学
校長、美甘村立美甘小学校長などを歴任。地域の実情に即
した教育活動を実践し、郷土の学校教育向上に尽力されま
した。

　　　　　　　　　　　　　※ご希望により写真の掲載は
　　　　　　　　　　　　　　していません。

●従六位瑞宝双光章
   山田 泰彦さん（多田）  69歳
　元真庭市立勝山中校長（令和8年5月10日逝去）

●正六位瑞宝双光章
   長道 円順さん（上河内）  85歳
　元久世町立遷喬小校長（令和8年5月16日逝去）

   
　　

●従六位
   岩藤　昭さん（下中津井）  93歳
　元北房町立中津井小校長（令和8年5月3日逝去）

故人に叙位・叙勲
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6
月
17
日
か
ら
29
日
ま
で
イ
タ
リ
ア
の

農
業
専
攻
高
等
学
校
か
ら
留
学
生
3
人
が

真
庭
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
留
学
生
た
ち

は
市
内
の
農
業
施
設
を
見
学
し
た
り
、
高

校
や
こ
ど
も
園
な
ど
を
訪
れ
交
流
し
た
り

し
ま
し
た
。
真
庭
高
校
で
は
食
農
生
産
科

の
授
業
に
参
加
し
、
2
年
生
の
生
徒
7
人

と
一
緒
に
イ
チ
ゴ
や
メ
ロ
ン
の
栽
培
実
習

を
体
験
し
ま
し
た
。
真
庭
高
校
の
生
徒
た

ち
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
翻
訳
機
能
を

活
用
し
、
簡
単
な
英
語
を
交
え
な
が
ら
留

学
生
た
ち
と
交
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

全
国
の
源
泉
か
け
流
し
温
泉
地
の
関
係

者
が
集
ま
り
、
地
域
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
話
し
合
う
全
国
源
泉
か
け
流
し
温
泉
サ

ミ
ッ
ト
が
湯
原
で
開
か
れ
ま
し
た
。
全
国

8
つ
の
地
域
か
ら
約
40
人
が
参
加
し
、
各

温
泉
地
の
代
表
者
が
魅
力
向
上
や
地
域
づ

く
り
の
取
り
組
み
を
紹
介
。
こ
の
う
ち
湯

原
温
泉
は
、
川
が
洪
水
に
な
る
と
温
泉
が

使
え
な
く
な
る
こ
と
な
ど
、
湯
原
温
泉
と

旭
川
の
関
わ
り
に
つ
い
て
話
し
、
参
加
者

は
情
報
交
換
を
通
じ
て
今
後
の
観
光
振
興

へ
の
ヒ
ン
ト
を
得
て
い
ま
し
た
。

真庭高校の生徒と協力して実習体験をする留学生

各温泉地の代表者によるサミットの様子

選手宣誓 ベンチから声援を送る試合の様子

イ
タ
リ
ア
か
ら
留
学
生
が
真
庭
へ

市
内
高
校
と
イ
タ
リ
ア
留
学
生
交
流
活
動

各
温
泉
地
の
取
り
組
み
を
知
る

全
国
源
泉
か
け
流
し
温
泉
サ
ミ
ッ
ト

国境を越えて集まった選手たち

7
月
4
日
と
5
日
の
2
日
間
、
第
1
回
台
日
国
際
交
流

大
会
が
真
庭
や
ま
び
こ
ス
タ
ジ
ア
ム
と
勝
山
運
動
公
園
野

球
場
で
開
か
れ
、
岡
山
県
内
外
の
中
学
野
球
チ
ー
ム
と
台

湾
の
選
抜
チ
ー
ム
、
計
8
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
中

学
生
の
経
験
や
成
長
に
つ
な
が
れ
ば
と
、
台
湾
出
身
で
岡

山
県
共
生
高
校
で
の
プ
レ
ー
経
験
を
持
つ
黄
大
祐
さ
ん
を

は
じ
め
、
真
庭
市
や
玉
野
市
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
代
表
者

ら
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
が
企
画
し
た
大
会
で
、
選
手
ら

が
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

真庭で中学野球の国際大会真庭で中学野球の国際大会
第1回 台日国際交流大会第1回 台日国際交流大会
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まちの話題

　

県
立
勝
山
高
校
蒜
山
校
地
の
生
徒
が
、

地
域
を
題
材
に
探
究
活
動
を
行
う
学
校
設

定
教
科「Ｃ

ｏ
ｍ
ｍ
ｕｎｉｔｙ　ｂｕｉｌｄｉｎｇ

Ｐｒｏｊｅｃｔ

」
の
成
果
発
表
会
「
蒜
山
ミ
ラ

イ
会
議
」
が
、７
月
18
日
に
蒜
山
振
興
局

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
活
動
に
参
加

し
た
体
験
報
告
や
、生
徒
た
ち
自
ら
企
画
・

立
案
し
た
レ
シ
ピ
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
づ
く

り
の
成
果
な
ど
を
発
表
。
午
後
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
兵
庫
県
立
村
岡
高
校
の

生
徒
や
卒
業
生
、
住
民
と
の
交
流
会
で
、

地
域
の
未
来
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

それぞれ工夫をこらした取り組みを発表する生徒たち

蒜山在住の橋本勝治さん
が描いた絵画の展示が、
GREENable HIRUZENで
行われました。高天原伝説
にちなんだ神話がテーマの
作品の数々は、どれも物語
のように色彩豊かなタッチ
で描かれていました。

6/30 油絵で表現する神話ロマンの世界

久世祭りの運営や安全管理
を担う久世祭りだんじり保
存会が土曜夜市を開きまし
た。9つのだんじりによる
焼きそばやかき氷、縁日
コーナーなどの屋台が並び、
訪れた人たちは夏の風物詩
を楽しんでいました。

7/4 下町商店街で「およよ市」

岸明子さん（久世）が 7月
16日に百歳を迎えられまし
た。日頃は塗り絵や健康体
操をして過ごし、時には施
設の職員を笑わせて、周囲
を和ませているそうです。
よく食べることが長寿の秘
けつとのことです。

7/16 笑顔あふれる日常を

中央図書館で開催された
ボードゲーム大会に、世代
や国境を越えて参加者が集
まりました。ゲームのルー
ルをお互いに教えあったり
お薦めのゲームを持ち寄っ
たりして、交流の輪が広が
る 1日になりました。

7/12 ボードゲームで楽しさ広がる

蒜山でブッポウソウの観察
会が行われました。生態や
地域の自然を知り、絶滅の
危機にひんしているブッポ
ウソウを地域で守ろうと行
われていて、今後も巣箱づ
くり体験や巣箱の観察など
が行われる予定です。

7/20「森の宝石」を地域で守る

　

6
月
27
日
と
28
日
に
月
田
地
区
自
主
防

災
組
織
が
主
催
す
る
防
災
キ
ャ
ン
プ
が
行

わ
れ
、
地
区
の
小
学
生
と
保
護
者
が
参
加

し
ま
し
た
。
真
庭
市
消
防
本
部
の
協
力
に

よ
る
起
震
車
を
使
っ
た
防
災
学
習
で
は
東

日
本
大
震
災
や
阪
神
淡
路
大
震
災
で
観
測

さ
れ
た
最
大
震
度
7
の
揺
れ
を
疑
似
体
験

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
想
像
以
上
の
激
し

い
揺
れ
に
驚
き
な
が
ら
も
手
す
り
に
し
っ

か
り
と
つ
か
ま
り
、
地
震
の
恐
ろ
し
さ
や

日
頃
の
備
え
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
ま

し
た
。

地震の揺れを体験する参加者

キ
ャ
ン
プ
で
防
災
を
学
ぼ
う

月
田
防
災
キ
ャ
ン
プ

選
び
、挑
戦
し
、ミ
ラ
イ
に
進
む

蒜
山
ミ
ラ
イ
会
議
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暑
い
。
と
に
か
く
暑
い
。
少
し
外

出
し
た
だ
け
で
汗
が
だ
ら
だ
ら
流
れ

て
き
ま
す
。
梅
雨
が
明
け
て
か
ら
本

格
的
に
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

皆
さ
ん
は
熱
中
症
対
策
し
て
い
ま
す

か
。
私
は
特
別
な
こ
と
は
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
小
ま
め
に
水
分
を
取
る
こ

と
や
エ
ア
コ
ン
を
十
分
に
活
用
す
る

こ
と
な
ど
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
昨

年
は
久
世
で
40
度
を
超
え
る
暑
さ
と

な
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
ど
こ
ま
で

暑
く
な
る
の
や
ら
。 

今
石

　

じ
っ
と
り
す
る
猛
暑
が
続
き
ま
す

ね
。
こ
こ
で
時
節
柄
の
話
を
一
つ
。

以
前
家
族
の
遺
品
整
理
を
し
て
い
た

時
の
こ
と
。
納
戸
に
あ
る
段
ボ
ー
ル

箱
を
持
ち
上
げ
た
私
は
悲
鳴
を
上
げ

ま
し
た
。
箱
の
底
が
抜
け
、
み
っ
し

り
詰
ま
っ
た
中
か
ら
こ
ぼ
れ
出
て
き

た
の
は
大
量
の
…
シ
ロ
ア
リ
で
す
。

床
下
か
ら
畳
を
越
え
箱
ま
で
や
っ
て

き
た
の
で
す
。
畳
に
紙
も
の
は
長
く

じ
か
置
き
し
て
は
い
け
な
い
と
い

う
、
本
当
に
あ
っ
た
怖
い
話
。 

柿
本

▲PNまつおさくやさん

広
報
ま
に
わ 

❽
月
号  

令
和
8
年
8
月
1
日
発
行 （
通
巻
256
号
）
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